平成31年度　第59回入学式式辞

　新入生のみなさん、入学おめでとうございます。また、保護者の皆様方にも、心よりお祝い申しあげます。本日は、梅村光久理事長ご列席のもと、PTA会長の高瀬一英様、同窓会長の馬場一美様にも来賓としてご出席いただき、ここに、三重高等学校第５９回入学式を挙行できますことは、入学生や保護者の方々はもちろんのこと、私たち教職員にとりましても大きな喜びであります。

三重中学校から入学された皆さんは、六年間の中高一貫教育の後期三年間の始まりとなります。初心を忘れることなく気持ちを新たに、主体的にいろいろなことにチャレンジしてください。
三年制に入学された皆さん、皆さん一人ひとりは、それぞれ夢や目標を抱いて本校に入学されたことと思います。その実現を目指し、たゆまぬ努力を続け充実した高校生活を送ってください。

高校三年間は、将来の目標を明確に定め、その実現に向けしっかりとした基礎を築き更に大きく成長を遂げる時期です。そのスタートにあたり、とくに望むことを二つだけあげます。一つめです。何のために学ぶのか、目的意識を明確に持ち、学習活動や部活動、体育祭や学園祭等の学校行事に自主的かつ意欲的に取り組みベストを尽くしてください。
  二つ目です。人はそれぞれ、いろいろな思いや考えを持っています。ＨＲ活動や部活動、体験学習を通して、自らの人格を高めるとともに、お互いを思いやる気持ちを持ちながら、仲間づくりをすすめ、好ましい人間関係を築いてください。

今、全国的に大学入試の改革が進められようとしており、知識の量や暗記力だけでは対応が難しくなってきています。記述力や思考力、判断力がより重要となり、英語においては、読む力や書く力だけではなく話す力や聞く力も重視されています。日頃の学習活動のなかで、自主的に学び、多様なものの考え方や思考力を培い、体験活動を通して実践力を育成することが、今以上に問われて来ます。

本校では、この春、国公立大学に百名ほどの生徒が合格するなど、進学実績は着実に上がってきており、目標とする大学・学部への進学を目指し、多くの生徒が授業はもちろんのこと、補習や課外にも意欲的に取り組んでいます。新入生の皆さんも、毎日の授業を大事にしながら、自ら学ぶ姿勢を持ち続け、目指す進路実現を果たしてください。

[bookmark: _GoBack]　部活動においては、硬式野球部やソフトテニス部など全国トップレベルで活躍するクラブが活発に活動しており、ソフトテニスや自転車競技では日本代表として活躍している選手もいます。昨年度の全国高校総体（インターハイ）では、学校対抗の部で３種目、個人の部で3種目に入賞を成し遂げるなど、本県高校スポーツ界を牽引しています。クラブ生が、互いの成果を励みとし、切磋琢磨しながら厳しい練習に取り組んでおり、多くの生徒が技術面のみならず精神面においてもたくましい成長を遂げています。また、ダンス部の活躍はテレビや雑誌等至る所で取り上げられており、今や全国の注目を集めています。

建学の精神である「学術とスポーツの真剣味の殿堂たれ」を具現化すべく学校全体が活気にあふれており、新入生の皆さんも、是非この三重高校という舞台で大きく羽ばたいてください。

　なお、保護者の皆様方にお願いしたいことがあります。高校時代は、社会性を身につけ自立に向かう大事な時期です。多感な、感受性豊かな子どもたちは、悩んだり苦しんだりすることもあろうかと思います。時にはじっと見守りながら、子どもたちの成長を長い目で見て、支えてやってください。私たちは、生徒の自立を促す視点に立って、学びを支援してまいりますので、ご協力をいただきますようお願いします。

　新入生のみなさん。本日から、三重高校生としての生活が始まります。自ら学び、考え、行動する姿勢を大事にし、いろいろなことにチャレンジしてください。みなさんの高校生活が、充実したものとなることを期待して、入学式にあたっての式辞とします。　　　　　　
